
地域環境整備事業（ 集会施設花壇整備）
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隠

【 基 本 方 針】

　 昨年２ 月から 感染拡大が進んだ新型コ ロ ナウ イ ルス感染症の影響によ り 、 事業の中止や新北海道

スタ イ ルによ る事業の実施など 、 新たな試みを模索し た１ 年と なり まし た。

　 そ のよ う な状況下であっ ても 、 住民皆様の温かいご支援により 、 社協会費や赤い羽根共同募金な

ど 、 それぞれ目標額を達成するこ と ができ 、 本浄財を財源と する各種事業も予定どおり 実施するこ

と ができま し た。

　 少子高齢化が進み、 家族のかたちも様々で、 地域住民相互のつながり も希薄と なり 、 生活環境が

大き く 変化する中、 誰もが住みなれた町で、 安心し ていきいき と 暮ら すため、 多様な福祉ニーズが

求めら れており ます。

　 住民が求める公的サービ スの枠では捉えきれない課題への対応が社会福祉協議会と し ての使命で

あるため、 長期化するコ ロ ナ禍において、 人と 人と のつながり が制限さ れている状況ではあり ます

が、 社会福祉の推進において、 人と 人と のつながり はと ても重要である こ と から 、 創意工夫をし た

各種事業の展開を模索し てまいり ます。

　 町民の皆様から 頂いた会費を充当し て行っ ている 、高齢者在宅福祉サービ ス「 無料布団丸洗いサー

ビ ス 」 及び「 無料除雪サービ ス 」 については、 微増傾向にあるこ と から 、 社協広報誌など を活用し 、

本年度も実施致し ます。

　 小平幼児セン タ ーの運営においては、 町の子育て支援対策と し て保育料が無料と なり 、 子育て世

帯にと っ ては大きな軽減になっ ているものと 思われます。

　 小平町で子育てを し ていて 「 生活し やすい町」 と 思われるよ う に、 安全・ 安心な施設運営・ 環境

の充実に努めます。

　 町民の皆様が、 気楽に社会福祉協議会の窓口を訪れ、 様々な意見や要望のお話を聞かせて頂き 、

行政や関係各所に連絡をする連絡網の確立、 高齢者世帯の孤立防止の連絡網の確立、 障がい弱者、

生活困窮者等への相談窓口の拡充など 、 今までにま し て「 見える 」 社会福祉協議会を目指し ます。

　 それによ り 、 小平町社会福祉協議会が掲げている 「 持ち寄り 、 わかちあい、 つ く り あげる 、 小平

の福祉」 を目指し 、 次の重点項目を推進し てまいり ます。

会　 長　 近江　 基輝　 　 副会長　 池上　 勝輔

理　 事　 藤田　 　 貢、 秋野　 茂樹、 山口　 孝男、 石黒　 朋幸、 岩見利恵子

　 　 　 　 森田　 康和、 和田　 　 孝、 佐々木公子

監　 事　 籠川　 健二、 島田　 敏子

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 任期　 令和３ 年６ 月１６日から 令和５ 年６ 月まで）

板垣　 省子、 毛利　 健三、 佐々木隆広、 加藤　 和子、 加野島雅子、 管野　 　 武

山本　 大樹、 工藤　 雄壽、 岡崎　 惠子、 高野　 幸子、 堂坂　 雅彦、 濱野　 広美

関川　 直昭、 仲島　 克弘

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 任期　 令和３ 年６ 月１６日から 令和７ 年６ 月まで）

役　 員

体　 制

評議員

「 持ち寄り 、 わかちあい、 つ く り あげる 、 小平の福祉」
～住みなれたこ の町で、２４時間、３６５日安心でき る生活を目指し て～

令和３年度事 業 計 画 書
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韻

事　 　 　 　 業　 　 　 　 内　 　 　 　 容事　 業　 区　 分

１ ） 理事会・ 評議員会の開催、 役職員の研修・ 各福祉大会等への参加

２ ） 社協会員制度の普及と 加入促進

３ ） 関係機関、 福祉団体等と の連携及び育成活動支援

４ ） 社協だよ り の発行（ 年３ 回）

５ ） 日赤社資（ 会費） 運動の推進（ ６ 月１ 日～）

６ ） 赤い羽根共同募金運動の推進（ １０月１ 日～）

７ ） 歳末たすけあい募金運動の推進及び助成

８ ） 社協独自のホームページ作成の検討

９ ） そ の他福祉対策事業の推進

１　法人運営

１ ） 小平町老人ク ラ ブ連合会　 運営活動の支援

２ ） 高齢者地域ケア事業の推進

　 　 （ 布団丸洗い及び除雪サービ ス ）

３ ） 地域環境美化活動事業の推進及び支援

　 　 （ 花壇整備、 地域環境整備）

４ ） 高齢者健康推進事業の支援

　 　 （ イ キイ キスポーツ大会／芸能発表）

５ ） 「 おせち料理」 の配食実施

６ ） 高齢者事業団の支援協力

７ ） 留萌地区高齢者スポーツ交歓大会の支援

８ ） 留萌地区老人ク ラ ブ大会の支援

９ ） 全道老人ク ラ ブ大会の参加支援

１０） 老人ク ラ ブ指導者研修事業の協力支援

１１） 留萌南部圏老人ク ラ ブ連合会小ブロ ッ ク 研修会の協力支援

２　老人福祉の支援

１ ） 小平幼児セン タ ーの運営３　母子・児童福祉の　

支援

理事会

水遊び

令和３年度　主な事業推進項目

NO IMAGE
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吋

事　 　 　 　 業　 　 　 　 内　 　 　 　 容事　 業　 区　 分

１ ） 小平町身体障害者福祉協会　 運営活動の支援

２ ） 身体障害者福祉協会視察研修事業の支援

３ ） る もい管内ふれあい大会の支援

４ ） ふれあい広場「 ２０２１おびら 」（ おにし か更生園） 事業の協力支援

４　心身障がい者福祉の

　推進

１ ） 小平町民生委員協議会　 運営活動の支援

２ ） 民生委員協議会研修視察事業の支援

３ ） 全道・ 留萌地区民生委員協議会研究協議会の支援

４ ） 小平町遺族会　 運営活動の支援

５ ） 町慰霊祭等地域行事の支援・ 協力

６ ） ボラ ン テ ィ ア登録制度普及と 育成・ 活動支援

７ ） 留萌管内ボラ ン テ ィ ア活動研究協議会の支援・ 協力

８ ） 各ボラ ン テ ィ ア団体への支援・ 協力

５　地域福祉活動の推進

１ ） 道社協生活福祉資金貸付制度の普及

２ ） 町社協福祉資金貸付事業の普及

３ ） 生活福祉資金貸付審査委員会の開催

４ ） 要援護者福祉対策の推進

５ ） 道社協日常生活自立支援事業の普及

６　福祉振興事業の推進

１ ） 留萌地区各福祉団体総会（ 社協・ 民協・ 老連・ 身障・ 遺族・ 共募・

ボラ ン テ ィ ア 　 ４ 月～５ 月）

２ ） 護国神社慰霊大祭（ 旭川市）

３ ） 留萌管内町村民生委員児童委員研修会

４ ） 留萌地区民生委員児童委員専門研修会

５ ） 北海道戦没者追悼式（ 札幌市）

６ ） 北海道社会福祉大会（ 札幌市）

７ ） 留萌管内ボラ ン テ ィ ア活動研究協議会

８ ） 留萌地区赤十字奉仕団研修会

７　社協及び各福祉団体

の町外行事等

留萌管内民生委員

児童委員専門研修

留萌管内ボラ ン テ ィ ア

連絡協議会総会







１ 　 会費の納入と 充当事業

　 納入実績　３５町内会　１，０８１世帯　 会費　１，０７５，４００円

　 会員の皆様から 寄せら れまし た会費は、 布団丸洗い・

除雪サービ スなど小平町の地域福祉のために大切に使わ

せて頂いており ます。

２ 　 高齢者地域ケア対策推進事業

・ ふと ん丸洗い乾燥サービ ス　７３件　２９９，８５０円

　 　 （ 社協会費 充当）

　 　 独居老人等を対象に９ 月～１０月に実施

・ 除雪サービ ス　２２５件　７８７，６００円（ 社協会費 充当）

独居老人等を対象に窓の雪投げを１２月～３ 月に実施

小平・ 鬼鹿の業者に委託

３ 　 在宅援護対策事業

・ 小平町結いの会に　８０，０００円助成

４ 　 社協生活福祉資金貸付事業　

・ 低所得者世帯等による災害、 疫病、 葬祭など緊急時の

出費を要する方に貸付

自主財源　２００，０００円（ 貸付限度額　５０，０００円以内）

　 　 　 貸付件数　 ４ 件

５ 　 日本赤十字社社費（ 会費）

・ 募金総額　６３２，００００円

　 　 （ 一般社員　１，１２８世帯　５６４，０００円

　 　 　 法人社員　１６法人　６８，０００円）

６ 　 赤い羽根共同募金

・ 募金総額　１，１０２，３５０円　（ 目標額　１，０００，０００円

　 達成率　１１０．２％）

　 　 　 一般募金　１，０３７世帯　６７８，８００円、

　 　 　 法人募金　２２法人　１５０，０００円、

　 　 　 学校募金　２８，６６８円、 その他募金　２４４，８８２円）

７ 　 歳末たすけあい運動

・ 募金総額　６３８，０００円　（ 目標額　６００，０００円

　 達成率　１０６．３％）

助成総額　６７３，０００円

歳末見舞金（ ９ 世帯　２３５，０００円）

おせち料理配食事業（ １４６名　４３８，０００円）

第１１１号 社　 協　 だ　 よ 　 り Ｒ３．７．１

烏

赤い羽根共同募金（ 小平小学校）

赤い羽根共同募金（ 鬼鹿小学校）

赤い羽根共同募金（ 小平中学校）

おせち料理配食事業

小平町結いの会（ 高齢者食事提供）

令和２年度　事業の 実施概要
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８ 　 老人ク ラ ブ 連合会運営事業

・ 活き活き交流事業

・ 地域環境整備活動

・ 留萌地区老人ク ラ ブ連合会理事会参加

　 　 事業費　４６５，１４８円

　 　 （ う ち社協（ 共同募金） 助成　１００，０００円）

９ 　 民生委員協議会運営事業

・ 生活相談支援、 心配ご と 相談、 募金配分、 研修会参加

　 　 事業費　１，２７２，２２９円

　 　 （ う ち社協（ 共同募金） 助成　１３０，０００円）

１０　 身体障害者福祉協会運営事業

・ 交流研修事業

・ 留萌地区身体障がい者福祉協会理事会参加

　 　 事業費　１７２，５８６円　

　 　 （ う ち社協（ 共同募金） 助成　１２０，０００円）

１１　 遺族会運営事業

・ 北海道護国神社奉賛会留萌管内役員会

・ 留萌地区連合遺族会理事会及び総会（ 書面審議）

　 事業費９３，００４円（ う ち 社協補助金３０，０００円）

１２　 ボラ ン テ ィ ア セン タ ー事業

・ 町ボラ ン テ ィ ア登録制度の推進啓発

　 （ ８０名登録　 内訳　 個人２２名３ 団体５８名）

・ 留萌管内ボラ ン テ ィ ア 連絡協議会役員会、 総会（ 書面

審議）、 小平町ボラ ン テ ィ ア セン タ ー研修会

　 （ ボラ ン テ ィ ア 保険加入等に対し

　 　 　 　 共同募金よ り 　５０，０００円支援）

１３　 小平幼児セン タ ー運営事業

　 保護者が働いている など 、 家庭において日常的に保育

を受ける こ と の出来ない幼児、 又は保護者の通院など の

理由から 一時的に保育ができ ない状態にある幼児の福祉

の向上を図る こ と を目的と し て 、 児童福祉法の規定によ

る認可外保育施設を開設。

　 ・ 開設日数： ２４１日　 ・ 延べ利用人数：１，５２８人

　 ・ １ 日当た り 平均利用人数： ６．３人

羽

小平幼児セン タ ー

（ 津波避難訓練： 小平中学校高台）

ボラ ン テ ィ ア セン タ ー研修会

遺族会（ 小平町慰霊祭）

留萌管内主任児童委員研修会

老人クラブ 連合会（ 活き活き交流事業）

NO IMAGE



第１１１号 社　 協　 だ　 よ 　 り Ｒ３．７．１

迂

　 日本赤十字社北海道支部から 小平町に災害救援車「 博愛

号」が寄贈さ れまし た。

　 災害時の支援物資の運搬や救護活動はもと よ り 、 町内の防

災訓練や健康講話、 会合時における赤十字活動のＰ Ｒに活用

いたし ます。

災害救援車「 博愛号」が寄贈されました

今年度も赤十字の

活動資活動資金にに ご 協力協力を
お願いいたし ます

小平町字小平町　 加野島　 雅　 子　 様

　 居酒屋「 旅路」 開店４０周年記念と し て

　 ご寄附いただきま し た。

ご厚志あり がと う ございま し た
（ 令和３ 年１ 月１ 日～５ 月３１日）

　 日本赤十字社は、

災害救護活動など を

行う 民間の団体です。

　 その活動は、 国や

地方自治体から の補

助金ではなく 、 みな

さ まから の社費（ 会

費） や寄附に支えら

れています。

　 日本赤十字社小平

町分区では６ 月１ 日

よ り 赤十字活動資金

（ 会費）の募集を開始

し ており ます。

　 皆さ まの温かいご

支援をお願いいたし

ます。

あ な た が 支え る 赤十字の 活動
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雨

＊このコーナーをご利用ください。

サークルの紹介・勧誘・譲ります・

譲ってください。など、なんでも

結構です。社協までＴＥＬを！

発行： 社会福祉法人／小平町社会福祉協議会

〒078－3301　留萌郡小平町字小平町 番地216 　小平町健康福祉センター内

緯（ 0164）５９－１６４３　胃（ 0164）５９－１６４３

毅赤い羽根共同募金の助成を受け購入しました「 行事用テント」 の貸し出しを行っております。

　町内会行事、会社内のレクリェーショ ン等にご活用く ださい。

毅体の不自由な方で、旅行に行かれる場合や退院間もない方など社協の「 車イス」をご利用く ださい。

毅貸出しは全て無料となっております。

　ご利用の場合は、小平町社会福祉協議会までご連絡く ださい。

行事用テン ト ・ 車椅子を貸し 出し ており ま す。

小平幼児セン タ ーの
臨時職員を募集し ます！！

募集人数／補助員　１名

雇用期間／単年度雇用（ 継続有り ）

応募対象／小平町に住所を有する者

勤務場所／小平幼児センター「 く るんぱ」

　 　 　 　 　 小平町字小平町２１６番地

小平町健康福祉センター内 １階和室

勤務内容／満１歳から幼稚園入園前の幼児の保育

賃　 　 金／時給　 865円
勤務体制／月曜日～金曜日（ シフト制 週２０時間以内）

① ②　 　 　 　 　 ８：００～１３：３０　 １３：００～１８：３０

③ ④　 　 　 　 　 １０：００～１３：００　 １５：００～１７：００

社会保険／健康保険・ 厚生年金の加入なし

申込期限／令和３年７月３０日（ 金） まで

申込方法／社会福祉協議会備付けの申込書に

市販の履歴書を添えて小平町社会

福祉協議会まで提出してく ださい。

お問い合わせ先

　　 　 　 　 小平町社会福祉協議会 事務局まで

緯 －59 1643

小平町老人ク ラ ブ連合会

会　長： 小松　幸夫

副会長： 岡　 　政子

監　事： 新名　眞澄、三上　澄子

　　 　 　（ 任期： Ｒ３年４月～Ｒ５年３月）

小平町身体障害者福祉協会

会　長： 福井　紀道

副会長： 澤谷　志郎、西　　豊満

理　事： 西　 　正志、髙橋　利幸、村口　直子、

　 　 　 　河端　利夫、真田　文子

監　事： 堂坂　雅彦、星野　真樹

　　 　 　 （ 任期： Ｒ３年４月～Ｒ５年３月）

小平町遺族会

会　長： 佐々木　鍛

副会長： 桜井　忠雄、高津　政樹

監　事： 畑中　君子

　　 　 　 （ 任期： Ｒ３年４月～Ｒ６年３月）

福祉団体役員

小平町共同募金会から のお知ら せ
　 「 おびまる」 をモチーフにした、２０２１年地域限定ピ ンバッ チ募金を開始してお

り ます。

　５００円の募金の内、製作費を除く 約半額が募金収入となり ます。

　小平町共同募金委員会（ 社会福祉協議会内 緯５９－１６４３） で取り扱っております。

　ご連絡いただければお届けいたしますので、皆様のご協力をお願い致します。おびまる募金バッ チ

伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝 言言言言言言言言言言 板板板板板板板板板板

小平町社会

福祉協議会の

ス ロ ーガン 噛住みなれたこ の町で、2 時間4 、365日安心できる生活をめざして噛

「もちより、わかちあい、つくりあげる、小平の福「もちより、わかちあい、つくりあげる、小平の福祉」「もちより、わかちあい、つくりあげる、小平の福祉」


